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「
和
楽
器
の
魅
力
」

 

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
奈
良

時
代
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
様
々
な
楽
器
が
そ
の
後
日
本

で
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、
現
代
ま
で
に
多
彩
な
音
楽
を

生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
三
曲
と
呼
ば
れ
る

ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
ま
す
。
「
三
曲
」
と
は
、
一
般
に

箏
、
三
絃
、
尺
八
（
胡
弓
）
に
よ
る
演
目
の
総
称
で
、

三
者
の
共
演
を
三
曲
合
奏
と
呼
び
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

楽
器
は
ル
ー
ツ
が
異
な
る
も
の
の
、
互
い
に
そ
の
音
色

を
奏
で
る
事
で
、
古
典
曲
か
ら
現
代
曲
ま
で
音
楽
世
界

に
ゆ
た
か
な
広
が
り
を
与
え
ま
す
。
こ
の
映
像
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
歴
史
的
背
景
や
特
色
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
演
奏
を
行
い
、
三
曲
に
よ
る
邦
楽
の
魅
力

を
改
め
て
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

「
出
演
者
」

 

出
演
者
は
公
益
社
団
法
人
日
本
三
曲
協
会
に
所
属
す
る

正
会
員
で
、
人
間
国
宝
を
は
じ
め
と
し
た
、
当
代
一
流

の
演
奏
家
に
日
々
指
導
を
受
け
て
い
る
演
奏
家
で
す
。

全
国
各
地
の
学
校
公
演
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
児
童

生
徒
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 

「
演
奏
曲
目
」

 

演
奏
曲
目
は
、
江
戸
時
代
を
中
心
に
作
曲
さ
れ
た
古
典

を
中
心
と
し
な
が
ら
、
明
治
以
降
に
洋
楽
の
作
曲
法
を

取
り
入
れ
て
作
ら
れ
た
新
日
本
音
楽
、
そ
し
て
現
代
に

作
曲
さ
れ
た
、
馴
染
み
深
い
楽
曲
な
ど
で
す
。
今
回
は

児
童
の
皆
さ
ん
と
の
合
唱
を
想
定
し
て
和
楽
器
編
成
の

た
め
に
編
曲
さ
れ
た
「
ビ
リ
ー
ブ
」
を
演
奏
し
ま
す
。

過
去
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
校
歌
を
編
曲
し
て
、

皆
さ
ん
と
共
演
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
和
楽
器
を

身
近
な
音
楽
に
取
り
入
れ
る
発
想
も
生
ま
れ
ま
す
の
で

是
非
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

 
 

 
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び
本
公
演
の

様
子
で
す
。

 

本
事
業
に
て
行
わ
れ
て
き
た
写
真
で
す
。
教
育
現
場

に
お
け
る
実
際
の
活
用
を
念
頭
に
実
施
予
定
で
す
。

子
供
に
も
本
物
の
和
楽
器
の
演
奏
を
楽
し
く
学
習
で

き
る
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
団

体
で
制
作
し
た
音
楽
教
師
向
け
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
実
施
前
後
に
後
音
楽
科
教
員

に
よ
る
予
習
や
指
導
を
行
う
事
も
可
能
で
す
。

 

 

 

 
 

 
 

 

公
益
社
団
法
人
日
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曲
協
会

 

 



ID 分野  伝統芸能 種目 邦楽 ブロック I 区分 A区分

公演団体名 制作団体名

① 会場条件等についての確認
応相談

必要数＊ 2室 可

バン 4台 不可

－

－

－

－

幅 高さ 可

可

なし 指定学年＊ －

可

－

可

幅 10ｍ 奥行 4m 高さ 指定なし 可

可

可

緞帳＊ バトン＊ －

不要 理由 －

不要 －

－

可

20A 可

応相談

不要

バスケットゴールの設置
状況＊

格納されていれば可

舞台袖スペースの確保＊

不要 不要

制限なし

WSについて

不要ピアノの事前調律＊

遮光(暗幕等)の要否＊

ステージ上への設置・フロアへの設置ともに対応可能

【令和4年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－実施条件等確認書①】

公益社団法人　日本三曲協会 公益社団法人　日本三曲協会

控室について

項目

条件 姿見を各部屋に一台

I121

必要条件等

－

来校する車両の内，横づけが必要な車両の大きさ 特になし

搬入について

搬入車両の横づけの要否＊

横づけができない場合の搬入可能距離＊

その他特記事項

公演に必要な電源容量

指定位置へのピアノの移
動＊

※指定位置は会場設置図面
に て御確認ください。

ピアノの調律・移動の
要否

（調律費・移動費は経
費対象外です）

フロアを使用する場
合の条件

本公演について

※主幹電源の必要容量

来校する車両の大きさと台数＊

2

問わない

上記車両について「応相談可」の場合，内容詳細

問わない

設置階の制限＊ 問わない

搬入経路の最低条件

舞台設置場所＊

舞台設置に必要な広さ
単位：メートル

体育館の舞台を使用
する場合の条件

搬入間口について
単位：メートル

1.8

理由

舞台袖スペースの条件＊ ワークショップ時に要相談

要

鑑賞可能人数

会場設営・本公演・メインプログラム
の所要時間

※「出演希望調書」内「会場設営の所要時間
(タイムスケジュール)」の目安を御参照ください。

なし

参加可能人数

学年の指定の有無＊

所要時間の目安
単位：分

1グループ最大30人程度　3グループまで実施可能

小学校45分、中学校50分程度（１グループあたり）



幅 高さ

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

可能であれば望ましい

会場図面(表記単位：メートル)

2

特に制限なし

1.8搬入間口について

搬入車両の横づけの要否

横づけができない場合の搬入可能距離

体育館の舞台

舞台袖舞台袖

間口

設置舞台

8 ｍ

4 ｍ

鑑賞位置

後方

トラック

パネルパネル

フロア使用時

鑑賞位置

体育館

舞台

体育館

フロア
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